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論文審査の要旨（400字以内） 

 本論文は、動物実験が制限されつつある昨今、医薬品等の安全性評価法を動

物実験に代替する方法の開発とその手法を用いて毒性評価を行うことが可能

であることを証明した意義ある論文である。 

【目的】毒性評価のための動物実験に代替する方法の開発 

【方法】OECD QSAR Toolbox によりバルプロ酸の構造学的類似化合物を選

出し、毒性学的類似化合物の実測無毒性量の最低値を予測無毒性量とし、

QSAR モデルでニューラルネットワークモデルを用い目的化合物の無毒性量

を予測する。 

【結果】毒性学的類似化合物の最小反復投与毒性量は 200、発生毒性量は

100mg/kg/dayであり、QSARモデルでの予測反復投与毒性量は 148、発生毒

性量は 390mg/kg/dayであった。 

【結論】動物実験によるバルプロ酸の反復投与および発生毒性量と近い値を

得ることができ、本研究で開発した手法と QSAR モデルの組み合わせによる

代替法の有用性を示した。 
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